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　 皆 さん こんにちは。 ご紹介い ただ きました藤
野 と申 します。政冷経熱 という言葉がはや って
ず いぶ ん時が経 った と思 います。経済は きちん
といっているか ら,政 治 はいろいろ問題 はある
が しば らく放 っておいて もよか ろうとい うこ と
で,だ んだん政治の関係が悪 くなってい きま し
た。す でに去 った人 を悪 く言 うつ も りはあ りま
せ んが,長 期 にわたって首脳会 談が行 われ てい
ない というきわめて遺憾 な状態 が起 こってい ま
す。
　 経済 は うま くいってい ると言 ってい ますが,
これは 日本 の企業 と中国の企業が個kに や って
いる商売が積 み重 なって うまくいっているので
あって,そ れは 日中間に存在す るあ る種 の相互
補完 関係 で うま くいっているだけです。ロ ング
ラ ンで 日中関係 を見た ときに,わ れわれはこの5
年 間で得べか りしもの をものす ご く失ったので
はないか と思い ます。本来 な らアジアの中にお
ける 日中協力が もっと進展 し,わ れわれのアジ
アにお ける存在 感 も大 きくなって,日 中が アジ
アで新 しい もの をもっと創 造で きたはずです。
それが全 くで きなかったの は,得 べか りしもの
を得 ることがで きず,失 った ものは非常 に大 き
かった ということです。
　2006年は 日中貿易が2000億ドルを超え,日 本
に とって中国はアメ リカを抜い て第1位 の貿易
相 手国 になる とい う現実が 強調 され,政 冷経熱
で落ち着いて きた ようです 。 しか し日中政治関
係 の不在 がボデ ィブローの ように効 いて,日 中
間の経 済交流 をむ しばんでいるのが現在 の状況
だ と思 います。新 しい政権 は1日 も早 く首脳会
談 を実現 しようと,い ま水面下の交渉を積極 的
にや ってお られ るようです か ら,そ の行方 を見
ない といけませ んが,政 冷経熱で経済 は このま
まうま くい くとい う保証 は決 してあ りませ ん。
それをまず 申 し上げておかない といけ ない と思
います。
　 中国を見 るときに,わ れわれは どうい う見方
を した らいいのか とい うことをぜ ひ皆 さんにお
考 えいただ きたいのです。 目の前 に起 こってい
る個 々の現象 と,将 来のア ジアにお け る中 国,
あるいは世界 における中国 とい うか な りロ ング
ランの見方,こ の二つ を混同 しないよ うに しな
い といけない。 われ われは何 とな く目先の もの
に動 か される状況 に立ち至 ってい るように思い
ます。
　 中国には問題がた くさんあ りますか ら,そ の
一個一個 の問題 を取 り上 げるとなかなか大変 だ
と思い ます。 しか し21世紀全体 を傭鰍 して,中
国は どうい う国 になるか,ど うい うふ うに動 い
てい くか を考えて 日中交流 を進めていか ない と
危険だ と思っています。 さしあた り現在 の中国,
将来の 中国 を見 て,わ れわれはいま何 を考 えて
おかな ければいけないか,ポ イ ン トだけ 申 し上
げてお きたい と思います。
　 中国経済 は長期 にわたってスロー ダウンする
だろ うか。経済 は必ず波があ って,好 調 の とき
もあれば不調の ときもあ ります。特 に市場経済
になれ ば当然波はあ ります。 しか し10年,20年
あるいは半世紀 くらいを見 ると,中 国経済 は ど
ん どん発展 してい くと考 えない といけない。 当
面10%の経済成 長をや った ら,た ぶ ん加熱状態
が起 こるだろう。地方 は中央の言 うことを聞か
ず にいろい ろ投 資をす るか ら危 ない。不要不急
の投資 もいっぱいある。問題 はいろいろあ りま
すが,し か し中国は20年,30年あるいは半世紀
くらいの レンジで見た ら,一 定の経済成 長 を確
保 し,や がてアメ リカと覇 を競 うと言 った らい
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け ませ んが,ア メ リカと同 じような大 きな経済
力 を持 った国になるだろ うと考えておかなけれ
ばな らない。
　 すで にその走 りはあ ります。中国はGDPでは
世界 の最前列 になって きま した。10年,15年す
れば 日本を抜い てい くだろ う。外貨 の保有 高は
世界最 高です。外国の資本 を受け入 れて市場化
をどん どん進め てい ますか ら,中 国市場 は どん
どん開かれてい る。貿易 もア メリカや ドイ ツに
次い で トップ に躍 り出る。 日本 は もう抜 いた。
こうい うことは一つ の走 りですが,こ れか ら10
年,20年,半世紀 を見 たら,こ こ1,2年で何か
が起 こって も,中 国の大局 を支配する ものでは
ない。われわれ はマ クロに見ていかない といけ
ない と思うのです。
　 そ うなったときに,最 初の話 に戻 りますが,5
年 間の首脳会談 の空 白は非常 に痛 い。 アジアの
中で,あ るいは世界の中で中国が どん どん存在
感 を増 しているのに,日 中はお互いに協力 する
手段 を持たない。 中国は政経分離 ではい きませ
ん。安倍 さんは政経分離でい こうとおっ しゃっ
たが,そ れは単 なる逃 げで,政 経分離 はあ りえ
ない。 中国は常 に トップダウンの国家 の様態 で
す。 われわれはボ トムア ップだと思ってい ます
が,中 国は トップダウ ンの様態です。その人た
ち とどう組んでい くか となった ら,政 経分離 と
い うわけにはいかない。そ この ところをよ くよ
くわかっていないといけない。
　 だか ら,東 アジアでFTAを やる,東 アジア共
同体 をつ くる,ア ジア全体 を どう取 り巻いてい
くか とい うことになった ときに,中 国 は一歩 も
二歩 も先 を進んでい ます。 われわれ はオース ト
ラリア,ニ ュー ジー ラン ドも入れ て ぐじゃ ぐじ
ゃと言っていますが,マ クロにはそ んな状 態で
はないと考えない といけない。5年間の空白は日
本 に とって失 う ものが大 きか った と思 い ます。
それ を何 とか取 り戻 さない といけない。 これは
新政権の最大 のテーマだ と思 い ます。私は安倍
さんがあ らゆる個人的な利害 を超 えて中国 と手
を握 ってい くべ きだろうと思 い ますが,こ こ何
日か10月には行 きたい とお しゃってい るようで
すか ら,そ の動 きを見届けたい と思います。
　 ミクロの観点 でい くと,中 国が抱 えてい る問
題 はた くさんあ ります。政冷経熱下 におけ る経
済交 流の あ り方 とい うテーマで お話 しす る と,
一つ は農業 の問題 です。農業改革 をや らなけれ
ば中国が持 たないことは誰が見 てもわか ります。
中国で最大 の人 口は農民ですか ら,こ れを どう
改革 してい くか,い か に レベ ルを上げてい くか
にかか っている。そ うす ると,上 海 ・華東地区
や華南地区 と農民の多 く住んでい る内陸の格差
をどう縮小 してい くのか,内 陸 をどうテイクオ
フしてい くのかが最大 の問題です。
　 政治 的には腐敗,堕 落 を どう始 末す るのか。
上海の党の第一書記の陳良宇 さんが解任 された
とい うことですが,上 海 と広東は中国の格差の
上のほ うの最先端 にい ます。 これが中央の意見
を聞かない となると中国共産党の存在意義が問
われ ますか ら,胡 錦濤 さんは黙っているわけに
いかない。 どんどんカネを投 資 してバ ブルが起
こって,バ ブルに乗 じて儲 けてポケ ッ トに入れ
る人が出た ら,必 ず数多 くの農民 が怒 って問題
が起 こる。 だか ら中国共産党 の存 立 をか けて,
腐敗,堕 落 と対応 している思 います。
　 いろいろ問題があ りますが,農 村 の問題,格
差の問題,も う一つ はエ ネルギーの問題が ある
で しょう。中国はエネルギーがある ようでない。
石油は どん どん輸入 しない といけ ない。世界最
大の石油輸入 国になる。消 費 もア メリカに次い
で2番 目になる。 そ うなる と,エ ネルギー を ど
うや って確保 してい くかが大 きな問題 となって
きます。中国国内で石油 を掘 って も,こ れ以上
はで きない ということになるでしょう。
　投 資が どん どん増 えてい ます。 しか も地方 は
中央の意見 を聞かず に どん どん投 資す る。10%
以上の経済成長 を達成 して,1日 も早 く格差 を是
正 したい とい う地方政府の長の意見 もあるで し
ょう。 しか し,ス トップ しろ と言 って も止 まら
な くなった ところで,地 方の環境問題が起 こっ
て きます。 日本 もかつ てそ うで したが,内 陸で
は環境対策はや らず に,工 場 をつ くることを優
先 してい る。上海や広東で はそ うはいかないで
しょうが,内 陸ではまだそれが優 先す るとなれ
ば,環 境問題,水 の汚染,空 気の汚染,砂 漠化
が どんどん進 んでい く。 これ にど う対応 してい
くのか。
　 ミクロの視点か ら見 て,中 国にはい くつかの
間題があ ると思 います。 それ は長 い歴史 を持 っ
た知恵のあ る中国のこ とですか ら,時 間が経て
ば きちん と解決 してい くだろ うと私 は思 ってい
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ます が,目 先 はいろいろ問題があ ります。そ こ
にわれわれの協力す る分野が数多 くあるのでは
ないか とい うことです。
　 た とえば農業 問題 についてい うと,農 村 にお
ける都市 の建設,農 村 の都 市化 で しょう。農村
には不要 な労働力が かな りあ ります。全部が全
部耕 しているわけではない。遊 んでいる人口が
た くさんいる。 そ ういう人 をどこで雇用 してい
くか。広東へ行 けばいい,上 海 に行 けばいい と
いって も,上 海や広東がパ ンク して しまうとい
う問題 もあ りますか ら,そ れ を吸収す るために
は農村地帯 で都 市の建設 をや らなければいけな
い。農村 の都市化 を進めてい くこ とが大事 で し
ょう。そ こで農村 工業 を興 してい くとなれば,
中小企業の建設 となるでしょう。
　 華東地 区や華南地 区は数多 くの団地,経 済特
区をつ くって発展 してい ますが,こ れは製造業
の主 として大企業が 出ていっています。世界 の
企業 の8割 は東部沿岸地帯 に行 っています。 で
すか ら内陸へ向か って中小企業が どう進 出 して
い くか を 日本は考 える必要が あ ります。 日中両
国が協 力 して,四 川省 の成都 で も,重 慶 で も,
甘粛省の蘭州で も,あ るいは新彊 ウイグル 自治
区の ウル ムチ で も中小 の工 業団地 をつ くれば,
お互い にメリッ トがあ るのではないか。 日本の
中小 企業 も後継者 がいな くなって きた ら,ど こ
か に行か ない といけない とい う問題があるわけ
です。
　 また,中 国はなか なか農地 が開発 で きない。
お金 もない。一 方 日本 は農業が ほとん どな くな
って,ど ん どん輸入 しない とい けない ようにな
ってい ますが,中 国で需要が増 えて きた ら,中
国か らの農産物 の輸入が減 って くることもあ り
うる。そ うす る と,わ れわれ は中国の農業 開発
にエステー トや プラ ンテーシ ョンをつ くって協
力 してい くとい うや り方 も当然 あるわけです。
日本 人が直接 出てい く必要 はあ りませ ん。 中国
の人 を活用 して,中 国の人 に働いて もらえばい
いわ けです。そ れが雇 用の拡大 に もつなが り,
格差の是正に もつながってい くで しょう。
　 さらにイ ンフラス トラクチ ャーの建設 に,日
本 も大 いに協力 をす る必要があ ります。中国の
高速鉄道 の建設 は,長 いことわれわれが必死に
なって追 いか けて きたプロジェ ク トです。 しか
し,ボ タンの掛 け違 いでちっ ともうま くいかな
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い。政治が足 を引っ張 って,中 国の高速鉄道 の
建 設 について は,い まだにわれ われが思 ってい
た ような結果 を得 てい ませ ん。い くつかの路線
に分 けて,こ こは フラ ンス,こ こは 日本 とや っ
て入札 もしてい ますが,な か なか結論が出ない。
日中首脳 が もう少 し話 し合 っていた ら,も っ と
違 った展 開になったはず です。 これは失った も
のです。 中国が内陸を発展 させ るためには,道
路 もた くさんつ くらなけれ ばいけない。鉄道 も
つ くらなければいけない。中国は 自分 のイ ンフ
ラだか らおや りになるで しょうが,日 本が協力
で きる部分はた くさんあると思います。
　 エネルギー問題で も,東 シナ海 のガス田をど
うす るのか。 あれ は俺の ものだ,大 陸棚が ここ
まで来 ているのだか ら何 を言 うか とい うことが
あって も,こ の問題は尖閣列 島 と同 じで,事 務
的に片づ け られ る問題ではあ りません。 この問
題 は 日中両 国の トップが話 し合 って解 決 しない
といけない。二階 さんが共 同開発 を提案 されて,
中国 もそれ に乗 って きた。 もっと早々 と共同開
発 と言 っていれば,こ んなに もめてい なかった
のですが,ぐ ちゃ ぐち ゃになってか ら共同開発
だ,中 国 も しょうがないな とい うことで乗 って
きた。後手 を引いたけれ ども,二 階 さんが あそ
こまで努力 して共同開発 の提 案 をして,や ろう
とい うことになっているわけです。
　 日本 もエネルギーは圧倒的 に中東か ら輸入 し
てい ます。中国 も中東か ら輸 入 しているのです
か ら,イ ラクやイラ ンの問題,政 治 と複雑 に絡
んでい ます。 ですか らエ ネルギーの開発 も政治
と切 り離 しては考 え られ ない。サハ リンの問題
もいずれ あるで しょう。サハ リン1はエク ソン
が ガス を中国に売 ると言 った ら,ロ シアが待 っ
た をかけ ましたが,日 本,ロ シア,中 国が一緒
になって シベ リアや北方四島の開発 を考 えない
といけない。 ここまで は中国,こ こか ら先 は 日
本 には行 かない,大 慶で終 わ り,こ れで足 の引
っ張 り合 いをや った らまず い と思い ます。 こう
い うことこそ政治が解決 してい く問題で しょう。
　環境 問題 は,大 変 カネ もかか る し,日 本 に協
力 してほ しい わけです。 この前,薄 煕 来 さんが
日本 に来て環境 と省 エネの大会議 をや りま した
し,い ま湖南省 で中部開発 プロジェク トに関す
る大会議 をや ってい ます。環境問題,エ ネルギ
ー問題 は大 きなテーマだ と思います。
　い ま私が 申し上げたようない くつかの間題 は,
一つ の商社 ,一 つの企業,個 々の企業でで きる
ことではあ りません。個 々の企業の相 互の利益
の積み重 ねで2000億ドル まで来 ま した。 しか し
いま私が 申 し上げた数多 くの 問題 は,政 経一体
で ない と解決で きない。 それ は双方の戦 略的な
対応が なければいけない問題 だ と思い ます。僕
は前 か ら言 ってい ますが,そ れ をこれか らやっ
ていかない と日本だけ置いていかれます。
　 中国は輸出優 先型 で来 ま した。郵小平 の改革
が78年か ら東部沿岸地帯 を発展 させ,外 資 も沿
岸地帯 に来 ま したが,い ずれ発展の方向が内需
を どう拡大 してい くか とい うほうに変わってい
きます。 内需 はどこに起 こるか とい った ら,華
東や華南 もあるで し ょう。 しか し,揚 子江 をだ
んだん上が っていけ ば,中 部6省,西 部へ行 っ
た ら12の省市が発展 している。その中で巨大な
需要 が起 こってい る。そ うす る と,上 海 でバ ブ
ルだ,バ ブルだ と言 っていますが,内 陸へ どん
どん需要が広が っていった ら,比 較的 うま く転
換 していける余地 もあ ります。
　つ ま り中国経済 は東部 か ら西部へ 向かって動
いてい ます。 しか も西部 はそこか ら先,中 央 ア
ジアがあ ります。あるいは陸続 きの東南 アジア,
ミャ ンマー,ラ オス,カ ンボ ジアがあ ります。
そ うす るとどうで しょうか。置 いていかれ るの
はわれわれではないか。放 ってお けば僕 らが置
いていかれる。 中央 アジアに 目を向 けうと言っ
たの は,こ の 間亡 くなった橋本 さん だけです。
あとは誰 も中央アジアの 「ち」の字 も言わない。
あそ こには資源 もあればいろいろな ものがあっ
て,21世紀末 に向けて巨大 な需要 も起 こる。そ
れはやがてヨーロッパにつなが ります。
　 そ う考 えた ら,わ れわれは もっ と戦略的 に長
い 目で中国を見 るべ きで しょう。 日本の世論は
間違 った らいかん と私 は言 っていますが,わ れ
われ は 目の前で起 こってい ることに惑 わされす
ぎているので はないか。 目の前 に起 こってい る
ことは大切です。 われわれ は商売をや ってい る
のです か ら,目 の前 に起 こっているこ とが うま
く処理 で きなかった ら困 ります。 しか し日本 と
い う国家 は21世紀末 をにらんで,中 国 といかな
る戦略 を組 んでい くか。その中には当然ア メリ
カもあって,日 米 中が どうい う戦略 を組んでい
くか ということが大事です。
　ぜ ひマ クロ とミクロの観点 をこっちゃに しな
いでいただ きたい。 ミクロは必ず 問題が あ りま
す。問題 がない国はないんです。 で もそれ を解
決す るの は誰 か とい うと,民 族 の歴 史 と英知,
文化 です。その点 で中国は奥深い 国だ と私 は思
っています。時間があ りませんので これ くらい
でやめてお きます が,安 倍新 政権 はぜ ひ1日 も
早 く首脳会談 を実現 していただ きたい。外務省
の松本 さん もお見 えになってい ますが,松 本 さ
んに もよろ しくお願 い して,基 調講演 にはな り
ませ んが,こ れ くらいで下が らせていただ きま
す。 どうもご清聴あ りが とうございま した。
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